
冬山登山の警告

『寄山I~、
平成23年 12月1日 山岳遭難対策中央協議会

昨冬は年末年蛤の直前から強い寒波がはいり西日本を中心に記括的

な大雪となりました。この寒波はマスコミを通じて畳山者に警告され

ていたにもかかわらず 結果的に多くの遭難事故が発生する事態とな

りま Lた。遭雛者の中には 大雪等の悪天候司ため、 ヘリコプターも

出動できず、 救助活動が困難忽国立状簡に陥口、 救助が来るまで持ち

こたえることが出来なかったり 聖母用の装怖を持っていても、描過

の判断が遅れたために被害を拡大した例も多〈見受けられました。

冬山は、急激怒気量の宜化、大雪、雪崩など厳しい自黙条件下にあ

り、たとえ後れた経験や技術.知識を有していても 天候の急変が遭

際事故に結びつく場合が多々あります。

号山l乱計画自陣押内需車l亡帽手守る走? 向R・4平IC前Uτ朽わ
皇位旦虚皇且韮宜b，，， 日頃から(キ士)日本山岳協会及び各都道府県山

岳連盟等の開催する冬山畳山のための研修会、構溜会等に参加し、冬

山に必要な知識や技能を身に付けるょっ心がけるとともに、 書山経験

の置か忽判断却のあるリーダーのもとで 別記の注意事項等をよく参

目白し、万全の準備を整えて畳ることが肝要です。 十分なトレーニンヲ

に裏すけられた自信ときめ細かい計画が、心に余裕のある確実な行動

を可能にします。 r山に行ってか5考えよう」怯絶対に禁物です。
なお 遭難事故による家肱や学校 職培、さらには広く社会に及ぼ

す影響を考ぇ、知舗や経験、技術の来熱恕畳山者lまと由時期目安易な

畳山は厳に慎しんでください。
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遭難事故が増えています!『
もう一度点検計画と対応力

冬の自然は厳し〈、 急査します.冬山経験豊富な憎頼できるリーダ

ーと さ解散に対応できるカを持ったパ ティーであるこ左が必要ですe

i エスケイプル ト(万の時の逃げ道)は考えていますか.

i E観都品言語舵主主Fbl子三Jt弘 、。
4 雪崩に対する知育臨 む備えIc装備は整えJましたか。(曹胤ピーロン
など)

I 官官臨時主25EZt主主Fか。(携帯包括笹線など)
7 釜山併画書はハティ 全員でよく検討し、理解していますか.

8 繰り返し事欲多発 F過去の司匹敵を機犯しましたか@

l登山計画書はあなたの生命を守るザイんです。圃

平成 23年の各山では遭鍵した 186パーティーのうち 16 1パーティ

ー (約 87%)が、登山計画.の慢出怠し。

・登山計蘭書の提出先

クラブ(山岳会)、職場、学校など.

登山口の登山届ポストなど。

(北海道を除き県庁所在地に

交番駐在所。

万一の遭難事故が阜くわかり、
救助活動がスムーズに行われます.

無駄な後索救助活動を省くことができます.

品分の家喜が負担しなければな ない
柑助費用が少なくて務みま主

家族や関係者を安心させることができます.

※登山計両寄の提出先には、必ず下山の報告をしてください。

これまでも登山軒両容を縫出したおかげで、命姶い したという事例が
数多くありますe 盤"，併画審を提出するという 三左は、あなたの生命を
守るザイルであると考えて必ず実行しま しょう。

l 遭難事故防止の第 事は畳山計画書の作成と提出です.1



@平成23年の冬山における遭難発生状況
(平成22年 12月 1日~平成23年2月28日)

:ifL 
遭難者 数 (人)

発生

件数 死者
行方
重傷 軽傷

無事
合計

不明 救助

平成 23年 186 23 2 .60 33 1 2 9 247 

平成 22年 167 29 4 35 29 115 21 2 

増 減 + 1 9 6 -2 + 25 +4 +14 +35 

平成 12年以降、遭難者数が 12年連続して 100人以上に 1

“自分に限って"という油断は禁物、安全登山はあなたの心

構えから

@過去5年間の冬山における遭難の態様別発生状況 (件数)

転.i骨落 道迷い 転倒
疲労・ 天候

雪崩 その他 合計
病気 急変

198 223 89 89 3 1 1 3 54 

(28.4出) (32目。拡)02.8世) (12.8出) (4.4世) 0.9首) (7. 7世)
697 

冬山に関する研修会、講習会等の問合せ先

(独)日本スポーツ振興センタ一国立登山研修所

山Lhttp://m.naash.go.jp/tozanken/index.html 

(社)日本山岳協会

URL http://m.jla-sangaku.org/ 

※(  )内は構成比

ffiL (076)482-1211附
附 (076)481-1534

1乱 (03)3481-2396

FAX (03) 3481-2395 

冬山装備チェックリスト

登山目的にあった装備を持参しよう。
(0は必ず持参のもの。ムは状況によって持参のもの。)

Oスボン

ロ
ロロ 名 品 名

0非常食

Oシャツ 10救急用品(各種薬等)
O防寒衣(セーター・羽毛服)10テーピングテープ
0アンダーウェア上下 10レスキューシート

O防風防水透湿パーカ 10テノレモス・水筒
0防風防水透湿オーバーパン10食器類

ツ 10ナイ7

0帽子 ・防寒帽(目出帽 10ホイッスノレ

0靴下(ソックス)・干備靴下10へッドランプ

0手袋(グローブ) 予備手袋10予備屯池 ・電球

0オーバーミトン

O登山靴
Oロングスパッツ

Oわかんじき

Oアイゼン

Oピッケノレ

Oローソク

Oライター・ マッチ

O時計
0高度計

Oコンパス

o 1/25000地形図
Oスノーシヤヘノレ 10ノレート図
O雪崩ビーコン 10登山計画書

O携帯ゾンデ締(プロープ) 10箪記具
。ノレックザック 10身分証明書

Oゴーグノレ 10緊急iill絡緊
O~ュラフ(スリーピングン〈ッグ) 10携帯電話(予備電池)

Oシュラフカバー 10健康保険証
0'<ット 10ローノレペーパー

Oタオノレ ・手拭

Oポリ袋

0装備整理袋

品 名

Oツェノレト

Oスノーソー

Oコンロ

0燃料 ・予備燃料

Oコップエノレ・炊事用具

Oラジオ

0天気図用紙

Oトランシーハー(予備電池)

O標識布 ・竹

O修理用具一式
0ザイノレ(ロープ)

Oカラピナ
Oスリング各種

ム伸縮式ストック

ムハーヰス

Aサブザック

ムテント一式

A大型スノーシャベノレ

Aランタン

ムカメラ

Aサングラス

A油性太字ベン

A各種登奇襲用具

ムGPS

ム携帯トイレ

※この装備リストは冬山の標準的な装備です。対象とする山の難易度、

登山方法によ り必要な装備は変わりますので、事前にパ一子ィーで

装備の要否や追加装備の有無をよ く検討して ください。

“道具では力パー出来ない技術力 実力踏まえた安全登山"



最新の気象状況把握が冬山登山の命綱j
~大雪、なだれ、急激な気象変化などに細心の注意を~

冬山の天気は、平地とは比較にならないくらい急

激な変化をし、悪天が数日継続することも少なくあ

りません。特に低気圧が通過し、その後、強い冬型

の気圧配置になる場合、強風や吹雪、短時間での大

雪、なだれ、急激な気温低下が起こります。

例として平成22年の年末の天気図を示します。

12月20日頃から、低気圧が繰り返し発達しながら

日本付近を通過し、周期的に冬型の気圧配置となり

ました。特に12月30日は西日本を中心に強い寒気

が入り、 12月31日から 1月1日にかけて日本付近

平成22年12月30日

気象情報の種類と内容

は強い冬型の気圧配置となり、山陰地方などで記録

的な大雪となりました。12月31日には鳥取県で表

層なだれによる事故が発生しました。年末年始など

の休日を利用し、冬山登山を予定する場合は、登山

の数日前から、最新の気象f静Eで天気や積雪の状況
などを確認し、ゆとりある計画を立てることが必要

です。

さらに、登山中も常に最新の気象f静置を利用して、
どのような天気になるのかを把握し、気象の急変等

に備えた適切な判断や行動が必要です。

ヰ城22年 12月31日 ヰ破23年1月1日

様々な気象の情報は、常に最新のものを利用することが大切です。ラジオやテレビ、電
話 177のほか、インターネットや携帯電話サービスを利用した情報入手も可能です。
気象庁のホームページ(http:llwww.jma.go.Jp)では、警報 ・注意報や天気予報、気象情報などは
もちろん、アメダスによる各地の気象状況、最新の天気図、24時間後、48時間後の予想天気図を
確認することができます。また、国土交通省防災情報提供センターのホームページは、 携帯電話で
も確認できます (http:llwww.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.htm1)。

アメダス実況(積雪深、 気温など) 実況天気図 48時間後の予想天気図 、

J 



主な山岳地の登山についての問い合わせ

各地域の情報は地方気象台にお問い合わせ下さい。 庁生活安全局地域課

“持ち帰ろう， ， 自分のゴミと思い出を， ， " 



登山計画書(登山届)
年 月 日

血阜

目的の山域・山名

人山日

氏名
役割|一一一一一

生年月日

|最終下山田(予備日含む)

性別|年令i一一一一一一一生直一一一一一一---1------一一塁皐連経主:昆主……ー
電話(携帯電話 住所または電話(携帯電話)

日程 行動予定

(1 ) / 

(2) / 

(3) / 

(4) / 

(5) / 

荒天・非常時

対策

ヱスケイブルート

。所属している山岳会・サークルについてを記入してください。

団体名

所属

代表者氏名

代表者住所

代表者電話

代表者携帯電話

捜索費用にあてる保険加入の有無

山岳連盟(協会)緊急連絡先

氏名

住所

電話

救助体制

ありなし 保険会社名

ある( 名) なし



(概念図)

ァント(型・人用・張)

ツエルト(人用圃張)

ロープ(m-本)

通信機器(台-MHZ)

食料(日分) (予備食含む)

非常食(日分)

燃料(日分)

(その他連絡事項)

提出先 塞庭、クラブ(山岳会)、職場、学校など

山域の号事山指導センターや案肉所、登山口の登山届ポストなど

軍事山地域の都遭府県警察本部地域課(北海道を除き県庁所在地にあります)

または山域存管鐘する警察署、交番、駐在所

注意 登山計画書を提出したところには、必ず下山の報告をすること

条例に基づく登山届出(提出義務があります)は所定の届出先に提出すること

※登山計画書の記入例については、(社)日本山岳協会のホームページまで

httc・//www.ima-sane:aku.ore:/ 




